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ン・ラハヤ氏、ヴェリヒリオ・デ・ロス・サントス氏、ハリム・アブバカール氏、ア
ディル・サガラ氏。1995年 8 月 6 日撮影。（提供：花岡 正雄氏）
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板には「広島文理科大学　興
南寮」とある。
 （提供：Lin Win Tun氏）
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